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自動車関連情報の利活用に関する

将来ビジョン検討会

安全ＯＢＤに対応した
スキャンツールの共通化について

～欧米での動向～

����年�月��日
ボッシュ株式会社

ブ ズボッシュオートモーティブサービスソリューションズ ㈱
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車載技術の発展ロードマップ

欧米におけるスキャンツールの活用状況及び将来ビジョン

����＝車載通信の過渡期車載技術の発展ロ ドマップ

+&

����&*��'
,��� &#%������
&*��' ���-

�������&*��'
,��&.��#&

�
�-

����＝車載通信の過渡期

���	�	� 	�

/�����#

車載技術
��� �0&��	�	� 	�
$�����#
,���%+&�.��#&

�
�%��$�	0

 &
�$����� ��&��	�-

/�����1�*	�� &��	���

�
�
,2&��#&��	�%+&�.��#&�$-

� & �& 34 5� 657

車内の通信インフラ

車外との通信インフラ

通信機能
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欧米におけるスキャンツールの活用状況及び将来ビジョン

複数の自動車メーカー対応のスキャンツールの開発と自動車メーカー様 側の診断サーバーへの接

共通形式での情報開示自動車メーカーのサーバー
メーカー� メーカー�

続の拡充が北米での整備事業者のレベルの均等化、サービスの向上に貢献する。

自動車
メーカー 通信方式

故障診断
ソフトウェア作成カ

ユーザーによる編集が
不可能な秘密情報
1�@�=A;�

許認可されたユーザー
のみアクセス可能
1�@��9�9

1�@�=A;�

車両通信
1�@�=���0

セキュリティー上問題のない
使用のみ可能

ガイド付き故障診断

共通仕様
ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ
,ﾏﾙﾁﾌﾞﾗﾝﾄﾞ-

整備士 使用端末

1�@�=���0Aガイド付き故障診断
,各ﾒｰｶｰｻｰﾊﾞｰからｵﾝﾗｲﾝ

による提供-
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� 年以降の

欧米におけるスキャンツールの活用状況及び将来ビジョン

欧州における新たな通信インフ���A年以降の

新規型式登録
車両に搭載B

複数言語対応、優先対

欧州における新たな通信インフ
ラの拡充

応、無料サービスB
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��&��C緊急対応ネットワークとして導入されるが、その後の通信インフラの種として拡充する。

今後、診断データ等の交信に関しても欧州では同じインフラを活用する可能性が高い。

� �	
���	�����	
�����	� 	������������	����	�
�	����������������	 ����	
��!�  "����������#��
��
����$%&�
	��#&�$��#&�'
$�
�	
&�%�(��	��&��	�%����	$����	�%�$����#%$�
��� ���	�%&
)���&
����������	*&�����&��	�
*	���$�
���&���	����'��#��
�



自動車診断技術の今後

欧米におけるスキャンツールの活用状況及び将来ビジョン

自動車診断技術の今後

の発展

専用
外部通信機能
を持った自動車汎用

/?共通車載診断
機能及びデータ

専用
診断機

を持った自動車汎用
診断機

�?車載診断機能を搭載した車種の開発

��3

@ �/�
法規

7@�/
法規

�?マルチブランド診断機、メーカー様のデータ開示@�/�
法規

��������������99 ����� ���; ����

診断領域はもはやハードウェアー依存型では無く、複数の形態の中でのデータの活用と
なってくる。 整備サービスの品質を維持する為にもデータの共通化が望ましい
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欧米の政府に期待される対応

欧米におけるスキャンツールの活用状況及び将来ビジョン

欧米の政府に期待される対応

政府としては自動車整備に関して、均等で公平な市場が維持される

為にも共通化されセキ リティ の高い オ プンなデ タ プラ為にも共通化されセキュリティーの高い、オープンなデータ・プラ

ットフォームの開発をサポートする事が望ましい。

更に 自動車の安全な運行を確保する為にも新たなデ タのプラ更に、自動車の安全な運行を確保する為にも新たなデータのプラッ

トフォームは十分なセキュリティーとプロテクションが必要と思わ

れる。 車載データに対するアクセスは認証を受けた専門業者に有

程度 定す 有る程度限定する必要は有る。

複数の車種のデータに関しては将来的には共通化されたオープン・

プラットフォームの開発により、一層ＩＴＳ（高度道路交通システ

ム）等との連携が期待出来、今後のモビリティー社会の継続に対し

ても貢献すると考える。
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1/6第7回
自動車関連情報の利活用に
関する将来ビジョン検討会

《テーマⅠ》

安全OBDに対応した

スキャンツールの共通化について

２０１４年９月３０日（火）

（一社）日本自動車機械器具工業会

《報告内容》
１．スキャンツールの活用状況
２．新たな利活用の方策
３．求める機能等

資料6-3

M-TPBJIJ
スタンプ
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１．スキャンツールの活用状況

車両側の故障診断用コネクタ位置

安全OBDも環境OBDと同じ仕組み

（国土交通省ＨＰより抜粋）

CHECK 警告灯

（１） スキャンツールの原理

車両ECUとの通信

Electric Control Unit Electric Control Unit

センサ・アクチュエータ

車載ECUの自己診断機能（OBD: On Board Diagnosis)の機能を使い、
故障や制御状況を読取ったり、部品交換後の初期設定等を行う装置
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（２）車載安全装置（※１）と標準仕様スキャンツールの対応状況（●）
※１：乗用車の自動車安全装備実施状況
（2012年 日本自動車工業会）発表データ
から車種設定率10%以上の電子装置を
引用し、グラフ化）

車両には「走る・曲がる・止まる」以外にも安全に係わる装置が搭載
標準仕様スキャンツールは装着率の高い装置が対象（順次拡張が必要）
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修復故障診断点検ﾒﾝﾃﾅﾝｽ

●
（新規）

●

●

●

×
（環境）

●

●

適用
（安全OBD)

△○△△
・スキャンツールからECUに指令を出し、

アクチュエータを強制的に駆動
ｱｸﾃｨﾌﾞﾃｽﾄ

×○△×
・故障コード検出時に記憶されたECU制御値を

物理量で表示
ﾌﾘｰｽﾞﾌﾚｰﾑ
読出

機能名 機能概要
活用頻度（○：多い、△：時々、×：少ない）

故障コード
読出・消去

・ECU検出の故障コードを故障系統名で表示
・修復後、車両に記憶された故障コードを消去

○ ○ ○ ○

作業ｻﾎﾟｰﾄ
・点検・整備の効率化、整備後の学習値の

初期化や補正（ﾃﾞｰﾀﾓﾆﾀ・ｱｸﾃｨﾌﾞﾃｽﾄ組合せ）
○ △ △ ○

J-OBDⅡ
・排ガス関連の『故障ｺｰﾄﾞ、ﾃﾞｰﾀﾓﾆﾀ、ﾌﾘｰｽﾞ
ﾌﾚｰﾑ、ﾚﾃﾞｨﾈｽｺｰﾄﾞ』の読出等

環境ＯＢＤ専用なので
安全ＯＢＤとしての機能は無い

ﾃﾞｰﾀﾓﾆﾀ
・ECU に入力されるセンサ値やECU内の

演算値をリアルタイムで表示
△ △ ○ ○

ｶｽﾀﾏｲｽﾞ ・ボデー系制御の内容をユーザーの好みに
合わせる

× × × ○

ﾌﾞﾚｰｷﾌﾙｰﾄﾞやﾀｲﾔ等の消耗品の交換作業時

車両が正常作動しているかの点検作業時

点検やお客様指摘で故障判明時の故障部品特定作業時

部品交換時、および交換後の整備作業

（３）スキャンツールの機能と作業目的別活用頻度（安全ＯＢＤ視点）

故障修理だけでなく、メンテナンス・点検で使う機会が増えている。
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２．新たな利活用の方策

例1 自動光軸調整機能やAFSシステム機能確認
ヘッドライトテスタ等とスキャンツールのアクティブテストを組み合わせて、基本機能の確認を行
うことが可能（光軸の調整）

例2 高度運転支援システムの初期設定
（衝突軽減ブレーキ、アダプティブクルーズコントロール等）

フロントガラスやバンパーの交換、またはアライメント調整・変更後などに、カメラやレーダーセ
ンサーなどの再設定が必要となる。 システムの正しい動作には、それぞれの車両の状態に対
して適切な再設定を行う必要があり、スキャンツールとアライメントテスタ両方を連携させれば、
車両のアライメントと、センサ類の検出軸をより高精度に初期設定できる可能性がある。

アライメントテスタにて車両アライメントを確認し、
それに応じた正しい位置へターゲットボードを設置 ⇒ スキャンツールにて初期設定

スキャンツールの有効活用には、外部機器との連携が必要となってきている

スキャンツール読取りと機械系調整のフィードバック化による作業品質の向上

アライメント
テスター

ターゲットボード

センサ
初期化

スキャンツール フィードバック連携
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３．求める機能等
安全ＯＢＤは、人命に関わる課題であり、整備品質を担保できる仕組み作りが必要

■スキャンツールの共通化に対する考察
安全装置は、今後も新しいシステムが開発されることを考慮すると、スキャンツールの全機能を
共通化するためには、通信仕様の共通化、整備要領の共通化が必要であり、現実的ではない。
ただし、故障の有無を確認できる『故障コードの読取り』については、ＩＳＯ規格はかなり包括的で
あいまいさがあるが、自動車技術会等での技術検討と、法整備により、ＩＳＯ規格の適用に統一性
が実現できれば、スキャンツールを車検機器として共通使用（認証）できる可能性がある。

■スキャンツールの標準仕様
《対象システム》
走行安全（走る、曲がる、止まる）に関わる安全ＯＢＤについては、装着率に関わらず対応すべき
（横滑り防止装置では、エンジン制御、舵取り装置、ブレーキ制御等と連携している）
⇒安全ＯＢＤから得られる故障コードは全て読取れることが望まれる（故障の有無の点検を可能化）
⇒修復後に必要な作業サポート機能も、全て対応することが望まれる（正しい整備）

《整備マニュアルとの連携》
安全ＯＢＤから得られる情報だけでは、整備はできないため、整備条件等の情報と連携が必要
⇒個々のスキャンツールに、これらの膨大な情報を入れ込むのは整備事業場の負担増となるため、
クラウドサーバーとしての連携の標準化が望まれる（例：ＦAＩＮＥＳとの連携）

《ツール品質の確保》
車両メーカ提供の情報を元に開発することで高品質のスキャンツールを提供できる



資料６－３

テーマⅠ検討会
４ 安全ＯＢＤに対応したスキャンツールの共通化

テーマⅠ検討会
４ 安全ＯＢＤに対応したスキャンツールの共通化４．安全ＯＢＤに対応したスキャンツ ルの共通化４．安全ＯＢＤに対応したスキャンツ ルの共通化

スキャンツール普及への自工会の対応

自動車安全技術の普及状況

スキャンツール普及への自工会の対応

自動車安全技術の普及状況自動車安全技術の普及状況

安全ＯＢＤ・スキャンツール共通化の考え方

自動車安全技術の普及状況

安全ＯＢＤ・スキャンツール共通化の考え方

平成２６年９月３０日（火）

一般社団法人 日本自動車工業会般社団法人 日本自動車工業会

サービス部会



スキャンツール普及への自工会の対応スキャンツール普及への自工会の対応

『汎用スキャンツール普及検討会』発足までの経緯

2009年当時、電子制御装置が増加している状況下で、整備事業者の中に、「電子制御の診断ができないと整
備ができなくなる」「ディーラーの診断ツールは的確に故障探求ができる」など、ディーラーの診断整備環境と整
備専業者との環境の乖離に対する危機感が拡大、整備に係る情報提供のあり方が問われ始めていた。

国交省・整備課では 整備とスキャンツールに関する情報のメーカ－からの提供について 既に法制化されて国交省・整備課では、整備とスキャンツールに関する情報のメーカ－からの提供について、既に法制化されて
いた欧米の規定を踏まえ、国内法制化に向けた『整備に係る情報提供のあり方検討会』を設置。2009年5月より、

国交省・日整連・自工会が委員参加し、情報提供のあり方における基本的な考え方を以下に取りまとめ。

１．OBDに係わる整備についての情報提供は、米国EPAの規定と基本的に同レベルで法制化係わ 備 情報提供 、米国 規定 本 法制

２．但し、ツールに関する情報で、盗難防止装置とリプログラミング（不正改造防止の観点）は除外

３．不正使用防止を規定した上で、専用スキャンツールを系列ディーラー以外にも販売

《 安全確保・環境保全に向けたあるべき姿 》

現在のスキャンツール開発用情報の提供範囲に加え、故障診断や点検整備の高効率化に繋がる
整備モード等の情報提供による、汎用スキャンツールの普及が望ましい。

■ 対応の方向性
官⇔民が一体となり、『『汎用スキャンツール普及検討会汎用スキャンツール普及検討会』』にて、整備の精度向上と作業性向上を

主眼とした「汎用スキャンツールの標準仕様」を策定し 整備事業者での普及・活用を目指す

■ 期待できる効果（自工会として）

キ 活用による診断 整備技術の精度向上に伴う

主眼とした「汎用スキャンツールの標準仕様」を策定し、整備事業者での普及・活用を目指す。

スキャンツール活用による診断・整備技術の精度向上に伴う、

安全性確保と環境保全への貢献
2



ＨＶ車・ＥＶ車ＨＶ車・ＥＶ車 販売台数推移販売台数推移 《《平成平成1414年度～年度～2424年度年度》》

（単位：千台）

800

600

400

汎用スキャンツール
普及検討会

設置前

汎用スキャンツール
普及検討会
設置以降

200

ハイブリッド車ハイブリッド車
設置前 設置以降

200

電気自動車電気自動車

0

年度 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

ハイブリッド車 17,236 42,789 66,581 62,411 90,293 90,884 113,113 454,030 449,260 653,790 857,303

電 気 自 動 車 79 44 24 3 15 62 46 1,793 7,346 17,009 29,703

出展：次世代自動車振興センター 注）自動車検査登録情報協会データと各メーカーへのヒアリング調査による年度内に国内で市販登録された台数
（2014年3月より、原付2輪・4輪EVのデータは本統計データから除いている。） 3



近年採用された車両の新たな安全対策近年採用された車両の新たな安全対策

年 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013~

● 定速走行・車間距離制御装置 （●低速追従機能付き） （●全車速追従機能付き）（●全車速追従機能付き）

● 車線維持支援制御装置

● 死角モニタ

● 車間距離警報装置

予
防
安
全

● 死角モニター

● 夜間前方視界情報提供装置

● カーナビゲーション連動シフト制御装置

● 配光可変型前照灯（ＡＦＳ）
全

● 前方障害物衝突被害軽減制動制御装置

● 配光可変型前照灯（ ）

● 後退時駐車支援制御装置

●● 車両接近通報装置車両接近通報装置

● 頚部障害低減シート・アクティブヘッドレスト

● カ バ グ

●● 自動切替型前照灯自動切替型前照灯

●● ペダル踏み間違い時加速制御装置ペダル踏み間違い時加速制御装置汎用スキャンツール
普及検討会

設置以降

衝
突

● カーテンエアバッグ

● 歩行者保護対応ボディ

● ＩＳＯ Ｆｉｘ ＣＳＲ用アンカレッジ

● コンパティビリティ対応ボディ突
安
全

● コンパティビリティ対応ボディ

● プリクラッシュシートベルト

● ニーエアバッグ

● ロールオーバー対応カーテンエアバッグ

資料：日本自動車工業会

● ポップアップエンジンフード

● エアバッグシステム（二輪車）

4



配光可変型前照灯（ＡＦＳ) 配光可変型前照灯の効果
装着実績

上：H19 下：H25

新技術新技術（ＡＳＶ）（ＡＳＶ）／ディーゼル環境技術と装着状況／ディーゼル環境技術と装着状況

上：H19 下：H25
車速やステアリングの舵角に合わせてヘッドラ
イトの光軸を自動的に動かし、カーブや交差点
などの進行方向を照らすシステム。
ドライバーのハンドル操作に合わせ、その動きと

212,575台
（5.1%）

《ＡＦＳ装着車両》《未装着車両》

Ａ
Ｓ

ドライバ のハンドル操作に合わせ、その動きと
連動して照度分布を制御するため、より自然に
前方確認ができ、夜間の視界を改善する。

232,084台
（5.5%）

前方障害物衝突被害軽減制動制御装置
制御装置の作動イメ ジ

装着実績Ｓ
Ｖ

前方障害物衝突被害軽減制動制御装置
（被害軽減ﾌﾞﾚｰｷ） 制御装置の作動イメージ

装着実績
上：H19 下：H25

前方の車両、障害物との衝突速度の低減を目
的とした装置。車載カメラ等のセンサーから予
測した進路や、距離、速度等の情報をもとに衝 23,334台

・レーダーで前方障害物を検出し
衝突時間を予測路 度

突の危険性を判断し、警告音や振動、ディスプ
レイ表示などによりドライバーに注意を喚起して
回避操作を促す。
追突する可能性が高いと判断した場合には、ブ

（0.6%）

197,419台
（4.7%）

・衝突の恐れがある場合、運転者
に警報

・更に回避できないと判断したと
きは、乗員の拘束を強化して、
衝突軽減ブレーキを作動

レーキ操作を自動的に行う。

尿素SCRシステム 尿素SCRシステム構成
装着車台数

上：H20 下：H25
排出ガスに尿素水を噴射してアンモニアを生成

・衝突のダメージを効果的に軽減

デ
ィ
ー
ゼ
ル

排出ガスに尿素水を噴射してアンモニアを生成
させ、アンモニアとNOxが化学反応することで、
無害な窒素と水に還元するシステム。

新長期
≒2万台

P新長期
ル

P新長期
≒7万台

資料：日本自動車工業会 5



新技術の装着台数・率新技術の装着台数・率 推移推移 （（ 平成平成1515年～年～19/2519/25年年 ））

（単位：万台） 乗用車 大型車（単位：万台）

400 80% 4 30%
定速走行・車間距離

制御装置
（高速ＡＣＣ）

前方障害物衝突軽減

制動制御装置

（衝突被害軽減ブレーキ）

後退時駐車支援

制御装置

（パーキングアシスト）

配光可変型前照灯

（ＡＦＳ）

車両横滑り時制動力

駆動力制御装置

（ＥＳＣ）

300 60% 3

20%

200 40% 2

100 20% 1

10%

（資料なし）

0 0%

■ 自動車の新技術は 一部装置を除き近年急速に装着車両が拡大

0 0%
H15 H16 H17 H18 H19 H25

出展：国土交通省 自動車総合安全情報ホームページ ＡＳＶ技術普及状況調査より抜粋

（資料なし）

■ 自動車の新技術は、一部装置を除き近年急速に装着車両が拡大

■ スキャンツールが必要とされる新技術分野の故障診断も機会が増加
6



新技術新技術ととＯＢＤ装置の点検整備と故障診断ＯＢＤ装置の点検整備と故障診断 《例》《例》

自動車の新技術
機能概要

主たる 法定点検 故障診断
機能概要

る
装置・機構

法定点検
項目

故障診断
ツール大分類 中分類 小分類

HV ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ ﾊﾟﾗﾚﾙ・ｼﾘｰｽﾞ方式 走行中でもエンジンを頻繁に停止しモーターだけ
で走行できる自動車

・ｲﾝﾊﾞｰﾀ
・HVﾊﾞｯﾃﾘ －

EV 電気自動車 永久磁石式交流モータとリチウムイオン二次電池
を原動機とした自動車

・ﾓｰﾀ/ｲﾝﾊﾞｰﾀ
EVﾊﾞ ﾃﾘ

メーカメーカ

を原動機とした自動車 ・EVﾊﾞｯﾃﾘ
・温水ﾋｰﾀｰ

－

ASV 予防安全 配光可変型前照灯
（AFS）

車速やステアリングの舵角に合わせてヘッドライト
の光軸を自動的に動かし、カーブや交差点などの
進行方向を照らすシステム

ﾍｯﾄﾞﾗｲﾄ

－
メ カメ カ
専用専用

ツールがツールが
必要必要

進行方向を照らすシステム

事故回避 全車速域定速走行
車間距離制御装置
（ﾚｰﾀﾞｰｸﾙｰｽﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ）

前方を走行するクルマとの車間距離を測り、安全
な車間距離を保って追突を予防しつつ、速度調整
を行なうシステム

ﾐﾘ波ﾚｰﾀﾞｰ

－

衝突時の 前方障害物衝突被害 ヒューマンエラー等で発生する前方の車両 障害 ・ﾐﾘ波ﾚｰﾀﾞｰ衝突時の
被害軽減

前方障害物衝突被害
軽減制動制御装置
（被害軽減ﾌﾞﾚｰｷ）

ヒュ マンエラ 等で発生する前方の車両、障害
物との衝突速度を低下させ、衝突時の被害軽減を
目的とした装置

ﾐﾘ波ﾚ ﾀ
・ｶﾒﾗ
・ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰﾓﾆﾀｰ
ｶﾒﾗ

－

その他 ｽﾋﾟｰﾄﾞﾘﾐｯﾀｰ 燃料噴射を制御して、アクセルペダルを踏み込ん SLD装置そ ﾘ ﾀ
（SLD）

燃料噴射を制御 、 ダ を踏 込
でも一定速度以上に上がらないようにする装置

装置
－

OBD 排出ガス
（代表例）

排出ｶﾞｽ再循環ｼｽﾃﾑ
（EGR）

一度排出させた排気ガスを再び吸入させ、燃焼温
度を低下させる事でNOx低減を図るシステム

排出ガス発散
防止装置 ○

汎用
ツ ルで

ABS ｱﾝﾁﾛｯｸﾌﾞﾚｰｷｼｽﾃﾑ ブレーキ油圧を自動制御し、車輪ロックを防ぐ事に ABS装置
ツールで

可能
より車両安定性や操縦性を確保するシステム －

SRS SRSｴｱﾊﾞｯｸﾞ シートベルトで拘束された乗員の衝撃を緩和する
補助拘束装置

SRSｴｱﾊﾞｯｸ
装置 －

■ 新技術は法定点検項目に該当せず、点検整備時はスキャンツール不要点検整備時はスキャンツール不要

■ 但し、ＨＶ・ＥＶ・ＡＳＶ・ＳＬＤの故障診断ＨＶ・ＥＶ・ＡＳＶ・ＳＬＤの故障診断にはメーカ専用ツールがＭＵＳＴメーカ専用ツールがＭＵＳＴ
7



汎用ツール普及・活用時の効果領域汎用ツール普及・活用時の効果領域 《《 イメージイメージ 》》

自動車の新技術
機能概要

主たる 法定点検 故障診断
機能概要

る
装置・機構

法定点検
項目

故障診断
ツール大分類 中分類 小分類

HV ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ ﾊﾟﾗﾚﾙ・ｼﾘｰｽﾞ方式 走行中でもエンジンを頻繁に停止しモーターだけ
で走行できる自動車

・ｲﾝﾊﾞｰﾀ
・HVﾊﾞｯﾃﾘ －

EV 電気自動車 永久磁石式交流モータとリチウムイオン二次電池
を原動機とした自動車

・ﾓｰﾀ/ｲﾝﾊﾞｰﾀ
EVﾊﾞ ﾃﾘ

メーカメーカ

を原動機とした自動車 ・EVﾊﾞｯﾃﾘ
・温水ﾋｰﾀｰ

－

ASV 予防安全 配光可変型前照灯
（AFS）

車速やステアリングの舵角に合わせてヘッドライト
の光軸を自動的に動かし、カーブや交差点などの
進行方向を照らすシステム

ﾍｯﾄﾞﾗｲﾄ

－

高難度診断・修理の領域高難度診断・修理の領域

メ カメ カ
専用専用

ツールがツールが
必要必要

進行方向を照らすシステム

事故回避 全車速域定速走行
車間距離制御装置
（ﾚｰﾀﾞｰｸﾙｰｽﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ）

前方を走行するクルマとの車間距離を測り、安全
な車間距離を保って追突を予防しつつ、速度調整
を行なうシステム

ﾐﾘ波ﾚｰﾀﾞｰ

－

衝突時の 前方障害物衝突被害 ヒューマンエラー等で発生する前方の車両 障害 ・ﾐﾘ波ﾚｰﾀﾞｰ
専用ツールによる専用ツールによる

故障診断故障診断

診断ツールの診断ツールの
活用経験・ノウハウが必要活用経験・ノウハウが必要

衝突時の
被害軽減

前方障害物衝突被害
軽減制動制御装置
（被害軽減ﾌﾞﾚｰｷ）

ヒュ マンエラ 等で発生する前方の車両、障害
物との衝突速度を低下させ、衝突時の被害軽減を
目的とした装置

ﾐﾘ波ﾚ ﾀ
・ｶﾒﾗ
・ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰﾓﾆﾀｰ
ｶﾒﾗ

－

その他 ｽﾋﾟｰﾄﾞﾘﾐｯﾀｰ 燃料噴射を制御して、アクセルペダルを踏み込ん SLD装置

故障診断故障診断

より高い技術が必要より高い技術が必要
（一般的には小頻度）（一般的には小頻度）

汎用ツールの利用拡大により汎用ツールの利用拡大により

作業性向上等が期待される領域作業性向上等が期待される領域
そ ﾘ ﾀ

（SLD）
燃料噴射を制御 、 ダ を踏 込
でも一定速度以上に上がらないようにする装置

装置
－

OBD 排出ガス
（代表例）

排出ｶﾞｽ再循環ｼｽﾃﾑ
（EGR）

一度排出させた排気ガスを再び吸入させ、燃焼温
度を低下させる事でNOx低減を図るシステム

排出ガス発散
防止装置 ○

汎用
ツ ルで

ABS ｱﾝﾁﾛｯｸﾌﾞﾚｰｷｼｽﾃﾑ ブレーキ油圧を自動制御し、車輪ロックを防ぐ事に ABS装置
定期点検と定期点検と

汎用スキャンツール汎用スキャンツール（又はテスター）（又はテスター）によるによる

作業性向上等が期待される領域作業性向上等が期待される領域

＝＝ 標準仕様標準仕様 ＝＝
故障コ ド 整備モ ド 学習故障コ ド 整備モ ド 学習 ツールで

可能
より車両安定性や操縦性を確保するシステム －

SRS SRSｴｱﾊﾞｯｸﾞ シートベルトで拘束された乗員の衝撃を緩和する
補助拘束装置

SRSｴｱﾊﾞｯｸ
装置 －

汎用スキャンツ ル汎用スキャンツ ル（又はテスタ ）（又はテスタ ）によるによる
故障診断故障診断

故障コード・整備モード・学習故障コード・整備モード・学習
e.t.ce.t.c

汎用スキャンツールは、『高度な新技術の故障診断』機能を追求せず

作業性向上を主眼とした標準仕様を策定し、普及・活用を目指してきた作業性向上を主眼とした標準仕様を策定し、普及・活用を目指してきた
8



『『 OBDOBD・スキャンツールの共通化・スキャンツールの共通化 』』 に関する見解に関する見解

検討会テーマの目指すところ（目標）検討会テーマの目指すところ（目標）

安全関連の車載システム（制動、操舵等）の故障診断情報を利用する

診断ツール機能の共通化･統一化を図る

◆ 目 的
１．自動車ユーザーの故障診断・点検整備時の利便性向上 乗用車の標準仕様

診断 機能 共通 統 を図る

（いずれの整備工場でも、正確に、迅速に診てもらえる）

２．更なる車両の整備品質の向上による安全性の確保

３．点検・整備実施の拡大による自動車整備業界の活性化

対応
システム

主要システム
拡
充
す
る
シ

パ
ワ
ー
ト
レ

Ａ
Ｔ
／
Ｃ
Ｖ

Ａ
Ｂ
Ｓ
／
Ｅ

Ｓ
Ｒ
Ｓ
エ
ア

◆ 具体的には …
汎用スキャンツール普及検討会（標準仕様等WG）で

機能

シ
ス
テ
ム

レ
イ
ン

Ｖ
Ｔ

Ｅ
Ｓ
Ｃ

ア
バ
ッ
グ

ＤＴＣ読取・消去 ◎ ◎ ◎ ◎ ○

汎用スキャンツール普及検討会（標準仕様等WG）で

取りまとめられた「標準仕様」における今後拡充する

システムについて、新技術でスキャンツールが必要と新技術でスキャンツールが必要と

されている装置されている装置において車両装備率の高いシステム車両装備率の高いシステム

作業サポート ◎ ◎ ○ ○ △

J-OBDⅡ ◎ ◎ － － －

データモニタ ◎ ◎ ◎ ◎ △

アクティブテスト ◎ ◎ ◎ △

スキャンツール共通化への対応の方向性

されて る装置されて る装置 お て車両装備率 高 シ テ車両装備率 高 シ テ

より順次提供を拡大より順次提供を拡大する ⇒ 共通化・統一化に繋ぐ
アクティブテスト ◎ ◎ ◎ － △

9

スキャンツ ル共通化への対応の方向性

装備率の高い安全装置へのカバレッジ拡大装備率の高い安全装置へのカバレッジ拡大 ⇒ 標準仕様の機能格差を縮小標準仕様の機能格差を縮小



『『 OBDOBD・スキャンツールの共通化・スキャンツールの共通化 』』 に関する見解に関する見解

◆ 車載コンピュータ情報の利活用の海外での一例

欧米では、OBD端子から取得できる車両の運行に関する様々な情報が

自動車の整備以外の様々なサービス提供に転用されている。

◆ 車載コンピュ タ情報の利活用の海外での 例

◆ 車載コンピュータ情報の利活用についての自工会見解
《 情報を転 す 点 》

自動車の整備以外の様々なサ ビス提供に転用されている。

《 ＯＢＤ情報を転用することの問題点 》

ＯＢＤ端子（ＤＬＣ）から得られる情報は、車載コンピュータが自己診断プログラム車載コンピュータが自己診断プログラム
により判定した「故障診断に必要な情報」により判定した「故障診断に必要な情報」であり、ＯＢＤ端子とコンピュータはリアル
タイムに通信している。タイムに通信している。

この通信機能は、ＩＳＯ規格に準拠した診断用機器（スキャンツール）での利用を
想定したものであり、準拠しない装置を接続した規定外での利用では、車載ネット準拠しない装置を接続した規定外での利用では、車載ネット
ワークの通信エラーや警告灯の点灯等を引き起こすワークの通信エラーや警告灯の点灯等を引き起こすおそれがある。

また ＯＢＤ端子は接続されたカプラを固定する機能を有しておらず 走行中の走行中の OBDⅡのDLC：Data Link Connector

ビ

また、ＯＢＤ端子は接続されたカプラを固定する機能を有しておらず、走行中の走行中の
振動等によりカプラが外れて、運転操作を妨げると言うような危険性が潜在リスク振動等によりカプラが外れて、運転操作を妨げると言うような危険性が潜在リスク
として存在している。

OBDⅡのDLC：Data Link Connector
OBDとはOn-board diagnosticsの略で
自動車に搭載されるコンピュータが
行う自己故障診断のことを言う。

自動車の運行情報等をサービスに利活用するには
自動車ユーザー・情報提供者・メーカーのニーズが一致することが重要

（Win-Win-Winの好循環ビジネスモデルを構築する ）

10

車両安全を 優先車両安全を 優先するための新たな車両技術と提供の仕組み新たな車両技術と提供の仕組みが必要



ＥＮＤＥＮＤ



資料６－４

テ マⅠ 第１回検討会（2014 9 30）テーマⅠ 第１回検討会（2014.9.30）

一般社団法人 日本自動車整備振興会連合会（日整連）
Japan Automobile Service Promotion Association (J.A.S.P.A)p
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（１）汎⽤スキャンツールの普及状況

「汎⽤スキャンツール普及検討会報告書」（平成２３年４⽉）において、汎⽤ス
キャンツール（多機能機）の普及率は３５％前後と報告がなされている。

平成２５年度より国に実施していただいている「スキャンツールを活⽤した整備
の⾼度化等推進事業」等により普及率は進ん ると推測されるの⾼度化等推進事業」等により普及率は進んでいると推測される。

（資料：「汎⽤スキャンツール普及検討会報告書」2011年２⽉末時点 JAMTA 推計）（資料：「汎⽤スキャンツ ル普及検討会報告書」2011年２⽉末時点、JAMTA 推計）

P-02



（２）汎⽤スキャンツールの普及に係る課題

汎⽤スキャンツールを⽤いて⾼度な故障診断に積極的に取り組む事業
者がある⼀⽅、⾼齢化、後継者難、電気電⼦に対する不慣れ等から、者がある ⽅、⾼齢化、後継者難、電気電⼦に対する不慣れ等から、
⼀から勉強をして⾼額なスキャンツールを購⼊する意欲に乏しい事業
者も多い。

進化する⾞技術に対応できるよう、整備⼠の整備技術⼒を⼀層向上さ
せることが必要。

⾼機能のスキャンツ ルでは価格が⾼価⾼機能のスキャンツールでは価格が⾼価。

⼤型⾞および輸⼊⾞では、現段階では、スキャンツールの対応可能な
⾞種が限定されている。⾞種
（段階的に告⽰が施⼯されるため、今後順次拡充される）

※ 全国の整備事業場は約９．２万⼯場あるが、殆どが中⼩零細企業である。

⼩規模整備事業場（整備要員２〜３⼈）は約５万⼯場（約７割を占める）
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（３）汎⽤スキャンツールの普及に係る対策

⽇整連では、スキャンツールの活⽤が整備に不可⽋なものとして、
以下の取り組みを⾏っている。

①整備事業者向けにスキャンツールの研修会を実施
「 基本研修 」では、主にスキャンツールの未経験者を対象に、⼀般的な
知識・技能の習得を⽬的とした研修を⾏っている。 （６時間（内、実習４
時間））
「 応⽤研修 」では、基本研修修了者等を対象に、⾼度な診断・整備技術
の習得を⽬的とした研修を⾏っている。（実習を中⼼に６時間以上）

② 「スキャンツール活⽤事業場認定制度」の策定と普及
スキャンツールを活⽤する⼀定の整備技術⼒スキャンツ ルを活⽤する 定の整備技術⼒
（整備⼠、設備、技術情報）を有した事業者を認定。
その旨を「のぼり」などにより表⽰することで、
ユーザーに選択される⼯場となることを⽬的としている。
（認定店数：４,２９８店 平成２６年４⽉現在）
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③整備技術情報提供システム（ＦＡＩＮＥＳ）の充実
整備に必要となる⾞種毎の技術情報を、インター
ネット経由で閲覧できるＦＡＩＮＥＳについて
掲載情報の充実と利⽤の普及を進めている。

④ 標準作業点数の設定
整備作業量の⽬安を⽰す「⾃動⾞整備標準作業点整備作業量の⽬安を⽰す「⾃動⾞整備標準作業点
数表」に故障診断に伴う点数を掲載している。
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（４）汎⽤スキャンツールの機能と情報取得可能な
対象装置の拡⼤の要望・必要性 等対象装置の拡⼤の要望 必要性 等

外部故障診断器（スキャンツール）を活⽤して、⾞載のＥＣＵが持つ故障診
断コードを正確に読み取る事で 電⼦制御装置やセンサーの劣化度合いなど断コ ドを正確に読み取る事で、電⼦制御装置やセンサ の劣化度合いなど
の故障診断やその整備を効率的に⾏うことが可能になる。

現在、エンジンなど排出ガス対策装置については、ＩＳＯに基づく共通のＯ
装置 装着が義務付 られ おり れ 汎⽤ キ が対応ＢＤ装置の装着が義務付けられており、これに汎⽤スキャンツールが対応し

ていればどの⾞でも故障診断が可能となっている。

しかし、衝突被害軽減ブレーキなどの先進安全装置などについては、メー、衝突被害軽減ブ キな 先進安全装置な 、
カー・⾞種毎に制御⽅法が異なる事もあり、現状では、メーカー専⽤のス
キャンツールが必要。

今後 先進安全装置を含めた故障診断や その整備を広く今後、先進安全装置を含めた故障診断や、その整備を広く
適切に⾏うためには、汎⽤スキャンツールの対象装置の
拡⼤、普及、さらに⼈材育成が必要と考えられる。

※汎⽤スキャンツールとは
異なる複数の⾃動⾞メーカーに対応したスキャンツール
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（５）まとめ

⾞の電⼦制御化が進む中で、使⽤段階の⾞の安全性と環境性能
を維持するためには、電⼦的な⾞両診断（故障診断コードの有
無 デ ⾞ 毎 状態 確 ）無、データモニタによる⾞両システム毎の状態の確認）とその
結果を⽤いた整備の必要性は益々⾼くなると予測される。

このため、スキャンツールを活⽤した適切な故障診断や作業サ
ポート機能を活⽤した整備を⾏える⼈材の育成を引き続き進め
るとともに、先進安全装置に対応した汎⽤スキャンツールの開

が発・普及について、検討を進めていく必要があると思われる。
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